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　国際宇宙大学 （lnternational　 Space　 University．

以下 「ISU」）は、宇宙開発 ・研究 の 平和利 用 と 人

類の 宇宙進出 に関わ るあらゆ る分野の 若手 を世界

中から集め，将来をリードする人材を育成する大

学院大学 として創立 され た 国際教育機関で ある．

過去 6年間，
ISU は IO週間の 夏季セ ッ シ ョ ン を毎

年開催地 を移動しなが ら実施 して きた．本稿で は，

米国アラバ マ 州ハ ン ッ ビル に て 開催された本年度

セ ッ シ ョ ン の模様並び に
，

ISU の理念、歴史 ， 運

営体制，カリキ ュ ラム ，恒久キ ャ ン パ ス 構想，日

本人の 参加状況につ い て，
一
参加者として の感想

を交えて解説する．

1， 創立理念

　今や宇宙は，科学とエ ン ジ ニ ア リン グ以外にも

多くの分野が互 い に深 く関わ り合う空 間にな っ た．

例を挙げて み よう．湾岸戦争や東欧の 自由化 を瞬

時に全世界に伝えた衛星放送は 「グ ロ
ーバ ル ・ビ

レ ッ ジ」を誕生させた．航空宇宙工学や微小重力

下 の 科学実験が もたらす経 済的 ス ピ ン オ フ は ，宇

宙をビジネス の舞台に した．エ ネル ギ ー枯渇，人

　　　　　　墨NTERNATOONAL ●

■　　　　　　SPACE 　UNIVERSITY

口爆発， 世界経済の停滞， 環境保全の 解決策に つ

い て も，宇宙 の 開発利用 は多 くの 示唆 を含ん で い

る．

　宇宙が現在と未来の生活に とっ て欠かせない 空

間とな っ た今 日，将来 の宇宙 の 各分野 をリ
ー

ドす

る人材には
， 国際性を持ち，多様 な文化を享受 し，

複数の 専門領域を総合的に理解する能力が求め ら

れる．そ うした人材を世界中の 若者か ら発掘 し，

育て る こ とを通 して，宇宙開発 ・研究の 平和利用

と人類の宇宙進出 に 貢献する．こ れが ISU の 創立

理念で ある ．

　ISU 日本事務所の資料によると
，

こ の理念は以

下 の 4 つ の 目的に言い 直され る．（1）世界各国か ら

優れた学生 を選抜 して 教育する，（2）宇宙の 国際化

に対処 し
， 科学的，技術的，政治的挑戦に応ずる

手法を学生に提供する．（3）学生の成功に必要な技

術 を教育する
一

方，産業に利益 をもた らす研究を

実施する．（4）学生の リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ能力を啓発し，

将来の官 ・学 ・産の各分野における国際連帯 と協

力を拡大する ト ッ プ レベ ル の 人材 を育成す る．

2． 歴史と運営形態

2，1 創立者達 一三 人の大学院生一

　NASA や ESA 等の 宇宙機関や宇宙関連企業は
，

若手を教育する場 として ISU に積極的に参加 して

い る が，ISU は決 して長 い 伝統を誇 っ て い る訳で

はな い ．その概念は 1985年に，宇宙開発につ い て
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の 総合教育を受ける機会が存在 しな い こ とを嘆 い

た三人の マ サチ ュ
ー

セ ッ ツ工科大学 （Massachussems

Institute　of　Tecbnology（MIT ））の大学院生 に よ っ

て創られた，同年彼らは 「宇宙世代基金」（Space

Generation　Foundation）を設立 し
，

翌年まで に 8

つ の宇宙教育プ ロ ジ ェ ク トを提案 した ．そ の 中に

は
， 現在欧米の 主要な理科系大学に支部を持 つ 国

際学生組織 SEDS （Students　for　 Exploration　 and

Development　of　Space）と並ん で，最 も成功が期待

され る構想として ISU が含まれ て い た．

2，2　創立 か ら今 日まで

　1987 年には MrT で ISU の 創立集会が開催 され，

ISU の教育目的とそ の方法 ， 求め る学生像 ， 将来

の宇宙分野 に お ける 貢献等が打ち出 され た．そ し

て まず五 年連続で 夏季 セ ッ シ ョ ン を行 ない ，そ の

結果 を踏 まえて 世界中の恒久キ ャ ン パ ス 群をネ ッ

ト ワ
ー

ク化 し ，

一年 間 の 宇 宙研 究修 士 課程

（Masters　in　Space　Studies（MSS ））プ ロ グ ラ ム の 開

設を目指すこ とにな っ た．こ の構想は多 くの 賛同

を得，翌 88年に は MIT で第
一

回の 夏季セ ッ シ ョ

ン が 21 ヶ 国 104人 の学生 を得て 開催 された．現在

で は毎年20余国か ら 100以上 の宇宙機関 ・企 業 ・

財団が ISU を支援 し，講師陣も 125名余り参加 し

て い る，

　 夏季セ ッ シ ョ ン の成功 を受けて
，
91年に恒久キ

ャ ンパ ス構想 にお ける中央キ ャ ン パ ス と提携キ ャ

ン パ ス へ の 立候補 を受付けた．翌年に は幾度かの

討議と投票を経て，中央キ ャ ンパ ス に仏 ・ス トラ

ス ブ
ー

ルが，提携キ ャ ン パ ス には 13 ヶ 国の 21大

学 ・
研 究機関が選定 され た，こ れに よ っ て修士課

程が 95年秋か ら開講 される見通 しとな っ た．一
方，

夏季 セ ッ シ ョ ン は支持団体並 び に卒業生か らの 評

価が高く
， 今後も継続して開講する方針とな っ た、

2．3　過去の 夏季セ ッ シ ョ ン ・プログラ ム

　 ISU 夏季セ ッ シ ョ ン は
， 毎年六月半ばか ら 10週

日本惑星科学会誌Vol ．2　No ．4，1993

間にわた り開催される．その 間，世界各地 よ り100

〜120 名の学生が共同生活をしなが ら 10の宇宙関

連分野 を学ぶ と共に，宇宙科学 ・開発の 分野で注

目され て い る テ
ー

マ に つ い て の デ ザ イ ン ・プ ロ ジ

エ ク トに取 り組み
，

レ ポートを作成する．本年度

は 25 ヶ 国か らの 99 人の 参加者が全課程 を修了 し，

50 ヶ 国 を代表する卒業生は合計728名を数える よ

うにな っ た．

　 「ISU は人類が進むとこ ろ全てに行 く」の 思想

の 下，開催地は毎年地球上 を移動する．将来は地

球軌道上 の 教育施設に も夢 を駆せ る．歴代の 開催

地は第
一

回の MIT以下，89年一仏 ス トラス ブー

ル 市 （Strasbourg ）
・ル イ ・パ ス ッ

ー
ル 大学

（Universite　LouisPasteur）：90 年
一

カ ナ ダ トロ ン ト

市 （Toronto） ・ヨ
ー

ク大学 （York　University） ：

91 年一仏 ト ゥ ル ース 市 （Toulouse ）
・ENAC ＆

FIAS 大学 ：92年 一
日本北九州市 ・北九州国際会

議セ ン ター
：93 年一米ア ラ バ マ 州 ・米ア ラ バ マ 大

学ハ ン ツ ビル校 （University　of　Alabama　in　Huntsville

（UAH ））となっ て い る．

2．4　運営体制

　 ISU は指導層へ 各界の 経験豊かな人材を配 して

い る．学長には小 説 「2001年宇宙の 旅」 の 著者と

して， また衛星通信の 発明者と して知 られる

A．C．Clarke氏が就 い て い る ．運営は G ．　van 　Reeth

前 ESA 長官を会長 としたエ グゼ ク テ ィ ブ達が担当

する ，理事会には各宇宙分野の第
一一

人者を迎えて

お り，日本か らは西村純 ・前宇宙科学研究所所長

と黒田泰弘 ・清水建設宇宙開発室顧問が就任 して

い る ，また顧問委員会で は，D ．　Goldin　 NASA 長

官 をは じめ宇宙機関 ・企業の トッ プが委員 とな り，

運営全般 に ア ドバ イス を与える．日本か らは 山野

正登 ・宇宙開発事業団理事長，関本忠弘 ・日本電

気社長が名 を連ねて い る，

　若 い 教育機関である ISU は，カ リキュ ラム の
一一
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層の 充実 ・改善の た め，講師陣， 学生 ， 第三者の

全てか らの批判 ・提言を積極的に取り入れてい る．

講師陣は 「教育顧問委員会」でカリキュ ラ ム全般

に つ い て議論を重ねる．学生 はセ ッ シ ョ ン終了時

に数ペ ー
ジの プ ロ グラム評価表を提出する他，全

講師陣に対する学生による評価表は，次回の講師

選考の 際に最重要視される，また外部の 識者を会

期 中に招待 し，教育現場 を観察 ・討議 して もらう

「外部評価委員会」も設置され，日本からは小田

稔 ・前理化学研 究所所長が参加 して い る．

3．ハ ンツビル夏季セッ シ ョン

3．1　 10種の専攻学科

　現在の ISU に は以下 の 10種の 学科があ り， 全

学生は こ れ らの い ずれかに属する．

（1）宇宙建築学 （ミ ッ シ ョ ン ・デ ザ イ ン
， 宇宙構

　　造物設計）

（2）経営管理学 （宇宙産業，宇宙ビジネス
， 大規

　　模国際プロ ジェ ク トの フ ァ イ ナ ン ス 〉

（3）宇宙工学 （ロ ケ ッ ト推進 ， 熱力学 ， 宇宙飛翔

　　体構造，軌道計算 ，
シ ス テ ム 工 学〉

（4）宇宙生命科学 （宇宙医学，宇宙生理学，宇宙

　　生物学 ， 心理学，生態学）

（5＞宇宙政策 ・法学 （国際法 ， 宇宙条約 ， 各宇宙

　　機関 ・企業の計画 ・組織）

（6）宇宙資源 ・製造学 （微小重力物理学，材料科

　　学，ロ ボ テ ィ ッ クス
， 地球外資源利用）

（7＞宇宙物理科学 （天文学，惑星科学，プラ ズマ

　　物理学 ， 地球科学）

（8）入工衛星利用学 （リモ ートセ ン シ ン グ，衛星

　　通信 ， 地理情報シ ス テ ム ）

（9）宇宙人文学 （宇宙芸術，宇宙哲学，宇宙開発

　　史）

（10）宇宙情報工学 （コ ン ピュ
ータ ー

，
デ ータ管

　　理利用，マ ル チ メディア，情報視覚化技術）

ig5

　筆者は宇宙物理科学科 （Space　Physical　Sciences

Department（SPS））に所属 した （図1）．各学科 に

は常駐する教授陣 と，短期間滞在す る講師陣が お

り，基礎講義， 上級講義，ワ
ー

ク シ ョ ッ プを担当

する．日本か らの講師陣 も多く
，
sps 教授 と して

西村純教授がおられた．惑星科学で は宇宙科研 の

河島信樹教授 も例年教鞭を執 ら れて い る．

3．2， ハ ン ツ ビル ・セ ッ シ ョ ン の 特徴

　本年度の 夏季セ ッ シ ョ ン は 6月 19日から 8月28

日 まで ，米国南部 の 「綿花地帯」 と 「聖書地帯」

の 只中にある ア ラバ マ 州ハ ン ッ ビル で開催された．

敬虔な キ リス ト教徒が多 く， 厂南部流 の もて なし」

と呼ばれ る親切な態度に感銘 した．気候は乾燥 ・

高温で，雨は時折ス コ ール が降るだけだっ た．当

地にある レ ッ ドス ト
ー

ン 陸軍兵器庫 （Redstone

Arsenal ）は
， 故 W ．von 　Brown 博士 の ロ ケ ッ ト開

発チ ーム の本拠地 で あっ た，第二 次世界大戦 で ナ

チ ス ドイ ツ の ミサイル製造に携わっ た彼 らは，戦

後米国へ 移住し，米国初 の 人工衛星エ クス プロ ア

ラー1号 （Explorer− 1）を打ち上げるなど，宇宙時

代 の 幕開けを担 っ た．同基地内に は，NASA マ
ー

図 1．宇宙物理 科 学科．西村純前宇宙科研所長 （右 5人 目）

も教授陣と して 参加 した．
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Society for Planetary Sciences

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Planetary 　Soienoes

且96

シ ャ ル 宇宙飛行セ ン タ
ー

（Marshall　Space　Flight

Center（MSFC ））が併設 されて い る．そ こ に全米

第二 の 規模 を誇るカ ミン グ ス研究都市 （Cummings

Research 　Park ）が隣接 し， 多数の 宇宙産業が進出

して い る．また市内には，今期 ISU の生活 ・学習

の 中心地で あっ た UAH や，宇宙飛行士の 訓練を

体験させ る 「ス ペ ー
ス キ ャ ン プ」で有名な博物館 ，

ア ラバ マ 宇宙 ロ ケ ッ トセ ン タ
ー
（US ．　Nabama 　Spaoe

and 　Rocket　Center（ASRC ））もあっ た （図 2）．

　 MSFC は歴代の サターン ロ ケ ッ トや シ ャ トル の

主 エ ン ジ ン を開発して きた．現 在は ハ ッ ブル 宇宙

望遠鏡 （Hubble　Space　Telescope（HST ））の運営支

援やスペ ー
スラブ計画での宇宙飛行士の訓練及び

ミ ッ シ ョ ン中の 実験運用 ・支援 を担当 して い る．

閉環境生命維持装置 （Closed　Environment 　Life

Support　System（CELSS ））の 実験棟 もあり・，宇宙

基地計画で も重要な役割を担 っ てい る．ISU の学

生 は会期中，
MSFC の 図書館 を利用 した り，研究

者を訪ねる こ とが で き，プ ロ ジ ェ ク トに大い に役

立 っ た，またシ ャ トル 主エ ン ジ ン燃焼実験 HST

サービス ミ ッ シ ョ ン の 訓練，向井千秋氏が搭乗予

定の IML −2 （international　Microgravity　LabOratory

− 2 ）の地上支援用の ス ペ
ー

ス ラブ も見学で きた．

　 UAH は微小重力材料研究所や超高速衝突実験

装置 を持つ ，宇宙科学研 究が盛ん な大学で ある ．

元々 MSFC や研究都市の研究員の教育の ために大

学院大学と して創立さ れ た．現在は学部生 も受け

入れてお り，ISU の 宿舎は新入生寮だ っ た，他方

ASRC で は， 世界各地 と全米か ら中 ・高校生 と学

校教師を招待した 「国際ス ペ ース キ ャ ン プ」が開

催 され ， ISU の学生数名が講師として参加 した．

キ ヤ ン パ ー
の 中にはクリ ン トン米大統領の令嬢も

い た．

　 ま た ISU 卒業生 の 宇宙 飛 行士 ag　一号 Jim

Newman 氏が搭乗した ス ペ
ー

ス シ ャ トル STS − 51

日本惑星科学会誌 Vol．2　No，4，1993

図 2．ASRC 内にある ス ペ ー
ス キャ ン プ．子供達は こ こ で宇

宙飛行 士 の 訓練 を追 体験 す る．

と MSFC の学生が 「直接交信」する 企画があっ た．

15人の学生が質問者として選ばれ ， リハ ーサル を

終えて待機 して い た．しか し当初 7月 17 日に予定

され た打ち上 げは，主 エ ン ジ ン の 異常や流星群極

大期等の理由で四回延期 され ， 結局 ISU の 会期中

には打 ち上が らなか っ た，

3．3　基礎講義 と個人評価

　10科 目で計 88 時間の 基礎講義を第 1週か ら5週

間で学習する．各分野の基礎知識を学科の 別な く

修得 させる ことを目的と した 「一般教養課程」で

ある．従っ て SPS の 講義も， 電磁波 ，
プラ ズ マ

，

太陽系 ， 宇宙の構造等の 基本に留ま っ て い た．し

か し
一
方で ， MBA レベ ル の マ ネージ メ ン ト論や

法学院レベ ル の 国際法の基本原則等も教 わるの で
，

全体として は日々新 しい 事柄の学習である （表 1，

N 工工
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2）。

　第 5 週目には全講義

を範 囲と した筆記 試験

を受ける． これ に合格

しな い とセ ッ シ ョ ン を

途中で去 らねばな らな

い ．夏季セ ッ シ ョ ン で

の 個人評価 は
， 基礎講

義の 他 に
， 後述の 上 級

講義，ワ
ー

クシ ョ ッ プ，

そ の 他の 学究活動 へ の

参加 ・貢献度と，デザ

イ ン ・プ ロ ジ ェ ク トに

お ける研 究分担 の 質に

基づ く．後二 者に つ い

て は複数 の 教授 陣が記

述式評価 を行う．こ れ

ら三 つ の 評価項目全て

に合格す る と，セ ッ シ

ョ ン 終了時 に卒業証書

が授与 され る．

3、4 上級講義

　 基礎講 義を合 格 した

者は，第 6週から3週間

で 計 36時間 の 上級講義

を受ける ，こ れは 自分

の 所属学科に おける最

先端 の 研 究の 学習や ，

よ り専門的な知識の修

　　 　　 　 表 1，夏季セ ッ シ ョ ン の カ リキ ュ ラ ム構成
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表 2．本 年度 第四 週 目の 公式 カ リ キ ュ ラ ム 。 自主 活動や ミ ー
テ ィ ン グ、行 事等 は こ の 中 に 含

　 　　 　　　 　　 　　 　　まれ て い ない 。

得 を目指 して い る 、一
つ の テ

ーマ に つ き4 講義 ，

計 6 つ の テ
ー

マ に つ い て専門家を招い て学ぶ ．所

属学科の 講義がない 時間は
， 教授陣 と相談 して他

学科の 講義が受講で きる．

　SPS では本年度の デザ イ ン ・プロ ジ ェ ク トに即

して ， 「地球 一月シ ス テ ム 」，「宇宙物理学の 最先

端」，「地球環境」， 「デ ータ ベ ー
ス とモ デ リ ン グ」

が用意された．講義は学科の教授陣の他に，マ
ー

シ ャ ル ，ゴ ダ
ー

ト，ジ ョ ン ソ ン の 各 NASA 字宙セ

ン タ
ー

らの 科学者が担当した．筆者は他 に宇宙工

学科の 「ス ペ
ー

ス デ ブリ」， 宇宙生命科学科の 「宇

宙生 命維持 ・健康医療シ ス テ ム 」に つ い て も講義
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を受けた．総 じて学会の レ ビ ュ
ー発表レベ ル の 良

質な講義が多く，各分野の今後の研究課題 まで言

及 された．

3，5　教授 ・ 学生間ワ ークシ ッ プ

　所属学部内で は計 17時間 の 教授 ・学生間ワ
ーク

シ ッ プが ある．内容は学科毎に異なる．例えば宇

宙資源 ・製造学科では，宇宙飛行士訓練用潜水槽

で の微小重力の 疑似体験や ロ ボッ ト ・コ ン テ ス ト

が行われた （図3）．SPS で は
， 毎回学生 による各

3．6　夜間必修講義及び特別講義

　夕食後に も計 12時間の必修講義と特別講義があ

っ た．主 な特別講演者は
， 田中靖郎宇宙科研 副所

長，R．　Dore カナダ宇宙機関長官 ， 米，仏，旧 ソ

連の 宇宙飛行士達 ，地球外知性探査 （Search　for

Extra− terrestria1　lntelligence（SETI ））研究所 の F．

Drake 教授等で ある。また von 　Brown チ ーム の

生存者四名が 二 回にわた り， 学生 と活発な議論を

交わ した．物心つ く前か ら人類が 月を歩 い て い た

図 3　1SU 学生 の
一部 は、　ASRC 内に ある 宇宙飛行士 訓

練用の潜水槽の 中で、微小重力の疑似環境を体験した 。

自の プ レ ゼ ンテ
ーシ ョ ン と，教授陣 ・他学生に よ

る講評 ， そ して プロ ジ ェ ク トに関する討議が行わ

れた．授業時間外には ， MSFC の太陽観測所や宇

宙科学 ・太陽系科学部の 施設見学 ， 国際流星機関

（IMO ）指導の観測方法によるペ ル セ ウ ス座流星群

の観測会等が実施された．

　本年度の SPS の 13名の学生 は全員物理系の大

学院生で
， 教授陣も全員が現役の研究者であ っ た．

その 内 8名が 月面天文台プロ ジェ ク トの科学実験

提案チーム として活動 した．筆者に と っ て は，科

学者 として の 姿勢や多文化間の チ
ーム ワ

ー
クを学

ぶ貴重な機会とな っ た．

筆者に とっ て ，彼 ら以前には ロ ケ ッ

トすらな く，彼 らこそが宇宙開発の

始め の
一

歩を無か ら踏み出 した の だ，

と気付 い た時の感慨 は大 きか っ た．

　科学者出身の 宇宙飛行士数人 と話

す機会もあっ た，ス ペ ー
ス ラ ブ や宇宙

基地で は実験科学者が必 要だ が
，

訓

練等で忙しく， 専門分野の 最先端の

研究 を断念せねばな らない 場合が多い

点につ い て個別に聞い てみた．する と

全員 が，宇宙飛行士になっ て 失 っ た

もの よりも得た もの の方が は る か に 大

きい と答えた．「ある科学者は
一

つ の

領域の 権威 を目指すが，別の タイプ

の 科学者はそ の 専門領域は宇宙の 不思議の
一

部 に

過 ぎな い と考え て
，
複数 の 科学分野で の問題の理

解 に努め る．宇宙飛行士 として天文学 ，
生命科学，

材料科学等あ らゆ る領域の実験を担当した こ とは
，

後者タイプの科学者と して大変満足で きた．」とは

Owen 　Gariott氏の弁で ある．また HST サ
ービス ・

ミ ッ シ ョ ン の 主ミ ッ シ ョ ン ・ス ペ シ ャ リス トで あ

る宇宙物理学者 Jeff　Hoffman 氏は， 次の ように述

べ た，

　 「新 しい ミ ッ シ ョ ン の たびに自分の知 らない 分

野の勉強が で きるの も嬉しい が ， 今度の ミ ッ シ ョ

ン で宇宙物理学の進歩に貢献で きる こ とは こ の 上
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ない 光栄だ．」

　折 しも宇宙 ス テ
ーシ ョ ン の 再設計や予算案が米

議会で討議 され て い た頃だが，彼らの宇宙開発に

寄せ る信頼は揺る ぎなく， 常に前向きな姿勢で あ

る こ と が印象深か っ た，

3．7　自主活動

　 こ れ まで述べ たカ リキ ュ ラム とデザ イ ン ・プロ

ジェ ク ト以外に も有志が組織 した活動が幾つ かあ

っ た．宇宙開発の 道 30年 とい うボ
ー

イ ン グ社の エ

ン ジ ニ ア に連 日イ ン タ ビュ
ーして ，宇宙開発の 草

創期 の 様子 を調査 した 「宇宙歴史プロ ジ ェ ク ト」

や ，日常の研究を発表 し た学生 ポ ス タ ーセ ッ シ ョ

ン等で ある．さらに筆i者は ESA ！ESOC の 研究者

と共 に，「ス ペ ー
ス デ ブリの ため の 自主 ワ

ー
ク シ ョ

ッ プ」を主催 した．こ こ で はデ ブリの 地上 観測 ，

宇宙で の 直接測定，デブ リ回避の ため の 宇宙基地

の 軌道制御，国際法上 の デブ リの 扱 い 等 をテ
ー

マ

に有志が 口頭発表 し，将来の デ ブ リ対策に つ い て

の議論 も行 っ た。

3．8　文化交流 、 「伝統行事」、その他

　ISU は別名
“
Insufficient　Sleep　University

”
と

揶揄 され る．カ リキ ュ ラ ム の 量が 多く， 自習や 自

主活動等を行な うに は
， 文字通 り寝食を削る他な

い か らで ある．に もか か わ らず毎夜の ごと く様々

なイベ ン トが企画 された。

　まず例年通 り， 各国の文化 を紹介する 「カ ル チ

ュ ラル ・
ナイ ト」が催 された，北米，ヨー

ロ ッ パ ，

ア ジ ア ・太平洋 ， 全世界の 四地域が各 々 趣向を凝

らした講演 ，寸劇 ，
ダ ン ス

， 食事等を披露 した 、

「ア ジ ア ・太平洋ナ イ ト」は オ ース ト ラ リ ア
， 中

国，イ ン ド，日本，フ ィ リピ ン が企画 し，2003年

の ISU シ ン ガ ポ ール ・セ ッ シ ョ ン の 開会式で
， 「太

平洋 ・ア ジ ア 宇宙機 関」 （Pacific　Asian　Space

Agency（PASA ））の各国代表が，自国の宇宙開発

や同地域の 歴史 ・文化 ・自然 を紹介する設定で行

199

なっ た．八 月に は 宇宙の 平和利用 を考える機会と

して ，日本人を中心 とした有志が 「千羽鶴」 を作

る プ ロ ジ ェ ク トを行な っ た．米 ・独立記念日に は

MSFC 所長か ら学生 に，シ ャ トル に乗 っ て宇宙か

図 4．「宇宙仮 面舞踏会 」に て 、宇宙 ス テ
ー

シ ョ ン
・

フ リー

ダム の 「再設計」 を演 じて 見せ た学生達 。

ら帰還 した米国旗が贈呈され た．

　基礎講義試験後の 「修学旅行」 も， 学生の ス ト

レ ス を緩和する大切 な伝統行事の
一

つ である．本

年度はバ ス で メ キシ コ 湾とニ ュ
ーオー

リ ン ズへ 向

か っ た．筆者は ラ イ セ ン ス を持つ 学th　10人程 と
一

緒に ，
ス キ ュ

ーダ イ ビ ン グをして難破船や亜熱帯

魚の 群 れ を楽 しん だ．

　カ リ キ ュ ラ ム 中に もISU に関連 した会議が幾 つ

か開かれ た．提携キ ャ ンパ ス 会議 ，
ISU ・Net会議 ，

130名余 りの卒業生が集 っ た同窓生会議等である，

同窓生会議ではアリゾナ砂漠に作 られた自給型 自

足 型 閉環 境 シ ス テ ム 「バ イ オ ス フ ェ ァ 　II

（Biosphere　II）」の建築家を始め
，

ユ ニ ーク な実績

を持つ 人物に多く出会 っ た．また同会議後に開か

れ た F宇宙仮面舞踏会」は ， 参加者が思い 思 い の

「宇宙衣装」 をまとっ て 踊 る人気の 高 い 伝統行事で

ある （図 4）．
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4． デザイン ・プロ ジェ ク ト

4．1　 目的 と過去のテ
ー

マ

　デ ザ イ ン ・プ ロ ジ ェ ク トとは
， 事前に定め られ

たテ
ー

マ を，学生 自らが組織 し，研究を分担 し，

成果を発行か つ 口頭発表することを通 じて
，

一
つ

の 国際宇宙 ミ ッ シ ョ ン の 全て の プ ロ セ ス を体験す

る機会で ある．これは 10週間を通 じて行われ
， 後

半に向か っ て そ の 比重が増す．カ リキ ュ ラ ム では

131．25時間が充て られるが ，
ミー

テ ィ ン グ
， 文献

検索 ， 自主研究， コ ン ピュ
ータ ー作業，プ レ ゼ ン

テ
ー

シ ョ ン の 準備，レポ
ー

トの 執筆 ・編集にかか

る時間はその 数倍 を下 らない ．前提条件はプ ロ ジ

ェ ク ト・デ ィ レ ク ターが設定 し， 時には講師を招

待するが ，意志決定は学生 の代表者会議ではか ら

れる．途中二 度，外部か らレ ビ ュ ー ・パ ネル を迎

えて 中間発表を行な い ，批判 ・提言を仰 ぐ．

　 ミ ッ シ ョ ン の 科学的意義を定め
， 日程 を決め

，

機器をデ ザイ ン し，打 ち上 げを準備 し，運営機関

を組織 し， 法制上の 問題を解決

し，予算を捻出する計画 を立 案

する．これ ら
一

連の 流れ を，異

なる専門 と文化を持つ 仲 間 と コ

ン セ ンサ ス を得 なが ら進 め て い

き，各自の 分担に は専 門知識 ・

技術 を最大 限に活か す こ とが 要

求され る，こ れ は学生各人 に と

っ て，将来の ミ ッ シ ョ ン に関わる

上 で貴重な体験となる．本年度

は最終週に MSFC で NASA 職員

やプ レス を迎えてプレゼ ンテ
ーシ

ョ ン を行な い ，400ペ ージを越す

レ ポートを発行 して終了した．

　尚，前年度 まで の デザ イ ン ・

プロ ジ ェ ク トの テ
ー

マ は以下 の 通

りで ある．88年 一月面基地 ；89年 一月軌道衛星

と可変重力研究施設 ；90年 一小惑星探査 と地球観

測 ；91年 一有人火星 ミ ッ シ ョ ン ；92年 一太陽発

電衛星 と 「ISU　Net 」 （後述）．本年度の 二 つ の プ

ロ ジ ェ ク トの概略は次の 項で述 べ る．

4 ．2　 国 際 月裏 面 天 文 台及 び科 学 研 究施 設

（lnternational　Lunar　Farside　Observatory　and

Science　Station（lLFOSS ）｝

　ILFQSS の 目的は ， 地球や地球軌道か らは解明

が困難な天文学 ・宇宙物理学の 根本的課題を解決

する観測 ・実験を月の 裏側で行ない ，10年以内に

最初の成果を挙げることである。

　月面天文施設の利点は幾つ かある．（D 天然大

気がな く， 電磁波の全波長が月面に届 く．（2）地

殻が安定 してお り，重力 も地球表面の 1／ 6程度

なため，厳密な干渉計や大構造物の 建設に適する．

（3）大気に よ る シ ーイ ン グの 劣化が ない ，（4）14

日間続 く夜に 長時間観測が 可能である
， 等、月の

裏側 を選んだ理由は，人工電波か ら 「汚染」 され

図S．ILFOSS 主段階の研究施設。伸縮式の居住棟の 奥に 放熱板、発

電装 置、OI が見える 。 字宙飛行士は 干渉計の 調整を行なうた め、手

前 の ロ ーバ ー
に 乗 っ て 01 へ 近 づ く ［1］。
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ず に 30MHz 以下 の 波長 を探知で きる唯
一

の 場所

だか らである．

　ILFOSS は 4 つ の 段階 に 分 かれ る．まず月周回

軌道か ら月面を観測 し， 天文台の 建設地を決定す

る 「予備探査段階」（1994　
一

　2000＞．次に lm 紫外

線望遠鏡 1基 ， 5基の双極子ア ン テナの 電波干渉計

を使っ て ， 主段階の実現可能性を立証する 「前哨

段階」 （1994　
一

　2002）．「主段階」（2002 − 2021）

では，超低周波数電波ア レイ（Vely　Low 　Frequency

Array （VLFA ））と光学干渉計 （Optical　Inter−

ferometer（OI））を設置して観測を行なう．この段

階で宇宙飛行士は 42 日間， 天文台の 建設 ・調整 と

二次的な科学実験に従事する （図 5）．最後の 「発

展段階」（2021 −
）で は

γ 線望遠鏡，宇宙線検出

器，大基線電波ア レ イ
， 大型屈折望遠鏡 ， 月面踏

査，月資源の加工等の 長期目標を掲げる 〔1］．

　主段階の VLFA は，300 基の ア ン テ ナが 直径

17Krn の範囲 に設置 され
， 周波数 30Mhz 以下 の 観

測を主目的とする．太陽の 内部構造，木星型惑星

の 大気 ，
AGN （Active　Galactic　Nuclei ）， 超新星

爆発 ， 電波銀河等が観測対象 の 候補で ある。一
方

OI は，　 L5m の 光学望遠鏡 3基が中央集光器か ら

半径 100m の 円周上 に 120
°

毎 に配置され る．周

波数は紫外 ， 可視，近赤外線領域をカ バ ーする．

波長 5000 オン グス トロ
ーム における解像度は 0．5

milliarcsec 、視野は 0．15　arcsec である ．観測対象の

例に は ，全天 カ タロ グ の精密化，星の生成領域，

太陽系天体， 太陽系外惑星系 ，
パ ルサ

ー
，銀河 ，

重力波検出 らが挙げ られ る．

　二 次目的科学実験ペ イ ロ
ー

ドは小型 ， 軽量 ， 低

電力 ， 無人型の実験装置で ある。質量 ， 体積 ， 電

力，デ
ー

タに余裕があれば どの段階の着陸船に も

搭載され る．研究対象は隕石 ・宇宙固体微粒子，

月地質学 ， 生命科学 ， 材料科学である ．主段階で

字宙飛行士 が地球に帰還する 際は
，

ダス ト収集装
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置，生物実験 ラ ッ ク，月面資源の サ ン プル が回収

され る．

　地球 との 通信に は
，

ラ グ ラ ン ジ ュ L2 点周回軌

道にリ レー
衛星を設置 し，月の裏側及び地球静止

軌道の 両方 と常時 リ ン クする．VLFA の観測周波

数を妨害 しな い よ うに，複数の チ ャ ン ネル を使 い

分ける．また L2 衛星に は
， 月 一地球シ ス テ ム の

磁気圏や太陽風 の測定装置 とダス ト計測装置 も搭

載する．

　 プ ロ ジ ェ ク トを運営する国際機関も段階に応 じ

て発展する．主段階までは，ハ レ
ー
彗星探査 同様

に科学者とエ ン ジ ニ ア の グ ル ープ，IACG （lnter−

Agency　Consultative　Group ）が各宇宙機関に適切 な

助言を与える．発展段階では国際機関 「ILFOSS

コ ープ 」に改組する．こ の 組織は INTELSAT を

モ デ ル とするが ， 運営は HST 利用の ため の 「宇

宙望遠鏡研究所」と同様に科学者が行な う．観測

時間は主研 究者 10 ％，ILFOSS コ
ー

プ 40 ％，公

募観測者50％ とし
， 観測提案書は国， 資格に よら

ず研究の 優秀性に よ っ て選抜 され る．

　予算は，予備探査段階が 2．44億米 ドル （O．9％），

前哨段階が 13．78 億米 ドル （5．3 ％〉， 主段階が

246．06億米 ドル （93．8 ％） を必要とする。予算の

ブ ロ ッ ク化は，仮 に主段階の 資金が得 られな い 場

合，前哨段階まで の科学結果で ILFOSS の有効性

を立証するため で ある．資金調達は従来の よ うに

宇宙機関だけに頼 らな い ．ILFOSS コ
ープ発足後

は
， 国 ・地域以外に も，

メ デ ィ アや産業界の支援 ，

商品化 ， 個人投資を十分に受け られ る 「企 業体制」

を敷く．

　 プレ ゼ ン テ
ーシ ョ ン後に ESA 代表は ，

　 ESA の

「月面で の 科学ミ ッ シ ョ ン」チ ームが独 自に出 した

月面 の 科学施設の 優先順位 に つ い て の 結 論 と

ILFOSS の 選択が合致する こ とを認めた．そ して

チ
ー

ム 内の 参考文献 として
，
ILFOSS レ ポートを
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Society for Planetary Sciences

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Soolety 　for 　Planetary 　Solenoes

202 日本惑星科学会誌 Vo1，2　Ne．4，1993

図6GEOWARN ネッ トワ
ー

クの 概念図 ［2］

各班に配布する
，

と述べ た．

4 ．3 全地球規模緊急観測 ・警報 シス テ ム （Global

EmeigenCy　Observation　and　Waming （GEOWARN ）｝

　国連は今世紀最後 の 10年を 「自然災害対策の 10

年」 と定め た．今年の 夏季セ ッ シ ョ ン が開催 され

た 10週間の 間に も，日本で は奥尻島の 津波や鹿児

島の土砂崩れ， 米国で は ミ シ シ ッ ピー川の 氾濫 ，

また嵐によるベ ネズ エ ラの 首都カラカ ス の 破壊等

が発生 した．

　発展途上 国の 人口爆発は都市部へ の
一層 の 人 口

集中を促 し
， 来世紀初頭に は 世界人 口の 50 ％ が 都

市で生活する と予想 され る ［2］．そうした都市部

で の 自然災害は，その 地域 の 人命，都市

基盤 ， 経済活動に甚大な被害をもた らす

恐れがある。同時に ア ジア ・太平洋地域

は無数 の 島と内陸の遠隔地を持 つ ．こ れ

らの地域で は
一

度災害が起 きると
， 通信

や交通が麻痺 して ， 迅速 な救助が行なえ

ずに被害を拡大する こ とがある．

　GEOWARN は ，
こ うした人類社会へ

の 自然災害の被害を軽減するために，災

害の 兆候 を全地球規模 で観測 ・警告 し，

災害時に はそ の救助を支援するネ ッ トワ

ー
ク ・シ ス テ ム で ある。シ ス テ ム は 人道

的目的に限 り， 今後 10年間でその確立

を目指す．既存の施設を中心 に ， 地球観

測衛星 6基 ， 飛行機 30機 （空港 20 ケ 所），

地上通信基地 2 ヶ所 ， 世界各地の気象観

測所 が，衛星，電話， コ ン ピュ
ー

タ
ー

通

信回線で本部と五大陸の支部に結ばれ る

（図 6）．

　予算 は開発期 （1995− 99年）に計 2，2

億米 ドル，移行期 （2000　
一

　03 年） に計

16，52 億 ドル が見積もられ て い る．そ の

後の運営期に は年間4。46億米 ドル か か る

が，これは 1970 − 80年代の 世界中の 自然災害に

よ る平均年間被害額 （1000 億米 ドル）の 05 ％ を，

毎年捻出で きれば賄える．1999年に外交上 の協定

書が調印される まで は，現在の経済力 ， 技術力そ

して都市部の 被害額の 大 きさか ら鑑み て，日本，

米国 ，
EC 諸国政府が主要な投資者 とな る こ とが

期待 される。そ の 後は世界各国が投資に加わ り，

2001 年をピー
クに前三者の 投資は 減少に 転 じ る．

　GEOWARN 構想はプ レゼ ン テ
ー

シ ョ ン の 翌 日の

地元新聞の第
一

面 で紹介され ， 国連へ 世界で 二 番

目の 「自然災害監 視シ ス テ ム 」の 包括 案 と して 提

出され た．MSFC は これを受け，　 GEOWARN の
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カ ン タ ベ リーか ら（2）／矢野

更な る基礎研究に 予算を計上 する検討を始めた．

5． 恒久キャンパ ス構想

5．1 中央キ ャ ンパ ス と宇宙研究修士課程プ ロ グラム

　恒久キ ャ ン パ ス 群は，ス トラ ス ブール の 中央キ

ャ ンパ ス と世界各地の提携キ ャ ン パ ス を コ ン ピ ュ

ー
タ
ー ・ネ ッ トワ

ー
ク と学生 ・教授陣の往来に よ

っ て結び付けた もの で ある．

　ス トラス ブール は独 とス イス の 国境に近い 仏 ・

ア ルザス 地方にあり，欧州議会の 議事堂等を持つ

欧州の複合文化の 中心都市である．ISU 中央キ ャ

ンパ ス は，都市郊外の イル カー
ク科学都市 （Mkirch

Science　Park）に独 自の 敷地と学生寮を持ち
， 研究

施設は周囲の 6 つ の 大学 ・研究機関を利用する形

で 1995 年度に 開校 され る．12 ヶ 月の MSS プ ロ グ

ラ ム の カ リ キ ュ ラム 草案で は
， 夏季セ ッ シ ョ ン よ

り深 くて 広 い 複数分野 の 講義 と試験，上級講義と

先端の研究課題につ い て の ワ
ー

ク シ ョ ッ プ， 個人

研究 とグ ル ープ研究が 準備 さ れ て い る．

5．2 世界に広がる提携キ ャ ンパ ス と 「tSU　Net」

　提携キ ャ ンパ ス は
， 宇宙関連研究 を行なっ て い

る世界中の既存の 大学 ・研究機関が形成する．そ

の役割は，個人研 究 の ため の MSS 学生 の 数 ヶ 月

に わたる受け入れ
， 中央キ ャ ン パ ス へ の 教授陣の

派遣，MSS 後の研究の 続行，　 ISU　Net による図書

館検索 ， 情報交換 ，
デ ータの 共同利用で ある．提

携 キ ャ ン パ ス は現在まで に，オース トラリア
， オ

ース トリア
，

ベ ル ギー
，

カ ナ ダ
，

フ ラ ン ス
， 英国 ，

イタリア ， 中国，ロ シ ア
，

ス ペ イ ン，ス ウ ェ ．一デ

ン， トル コ ，米国の 13 ヶ国か ら21 大学 ・研究機

関が選ばれた．日本か らの提携はまだな い ．

　92 年度の プ ロ ジ ェ ク トだ っ た 「ISU　Net 」は，

全世界に散 らば る ISU 恒久キャ ン パ ス群の 「神

経」 となる コ ン ピュ
ーター ・ネ ッ トワ

ーク で ある．

既 に全ス タ ッ フ と卒業生 の 40 ％が こ の ネ ッ トワ
ー
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クに参加 して い る．将来は音声 ，
デ
ー

タ
， 映像の

受送信 と保 存が可能なマ ル チ メ デ ィ ア に発展 させ
，

恒久 キ ャ ン パ ス 群 を
一つ の 「バ ーチ ュ ア ル ・キ ャ

ン パ ス 」 として機能させる．既に 92年度で はバ イ

オス フ ェ ア II内部と教室を結ぶ ビ デ オ授業が行な

われ，本年度の 卒業式で は Clarke学長が ビデ オ電

話で ス リ ラ ン カ の 書 斎か ら演説した実績が ある．

5．3　夏季セ ッ シ ョ ン ・プロ グラム の継続

　夏季セ ッ シ ョ ンの 開催地は，立候補地の 中か ら

様々 な条件を考慮 し，ス タ ッ フの訪問報告を踏ま

え て理事会で 選ば れ る ．条件の 一
例 は

， 図書館 ，

地元講師陣， コ ン ピ ュ
ー

タ
ー
施設 の 学習 ・研究の

ため の イ ン フ ラ ス トラ ク チ ヤ
ー

の 充実で ある．既

に今後二 年間の 開催地は
，
94 年は ス ペ イ ン の バ ル

セ ロ ナ自治大学（Univelsitat・Autonoma・dc・Barcelona），

95年はス ウ ェ
ーデ ン の 首都 ス トッ ク ホ ル ム にある

ス ウ ェ
ー

デ ン 王立技術院 （R 。yal　Swedish　Institute

of　Technology）が決定して い る．今後の 有力な候

補地 として は
， 中国や ロ シ ア が挙が っ て い る．来

年度の セ ッ シ ョ ン で の デザイ ン ・プ ロ ジ ェ ク トは，

（1）全地球遠隔教育医療プロ グラ ム と （2）低価

格太陽系探査プロ グラム である．

6． 学生の選抜方針と日本人の参加状況

6．1　選抜方針と応募条件

　ISU は創立の 目的を達成するため，以下の 方針

に沿 っ て学生を募集 して い る．（1）専門分野で優

秀な実績を持つ 者 （Exoellenoe） ； （2）宇宙開発 ・

探 査 に リー ダ ーシ ッ プ を発 揮 して い る 者

（Leadership）； （3）積極的に国際理解 に励む者

（lnternationalism） ； （4）宇宙開発 ・探査 に 自ら

進ん で 継続的に 関与 し て きた者 （Commitment ）；

（5）宇宙関連の企業や政府機関での 仕事の経験を

持 つ 者 （Experience ）．

　 また応募条件は，（1）学士号を有 し，（2）カ リ
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キ ユ ラム にある学問分野へ の一般的な理解があ り，

（3）公用語で ある英語を自由に駆使で きる ことで

ある．但 し英話を母国語 とする者は，第二言語の

能力を証明 しな くてはな らない ．実際には，（1）

博士号又は修士号を有する者，或い は大学院生，

または （2）企業 ， 政府機関 ， 大学 ・研究所な ど

で 最低二 年間 の仕事の経験を持つ 者を主な選抜対

象と して い る．全応募者は
， 各自の 希望学科の 教

授陣に よ っ て 選抜順位が付けら れ る．

6．2　日本人の参加状況と日本事務所

　ISU全体の 学生構成は
， 宇宙関連企業の従業員，

宇宙機関の 職員 ・研究者， 大学関係者 ・大学院生

が等分に分布 して い る．
一

方 日本人 の 参加は，企

業 （重工業，建設，エ レ ク トロ ニ ク ス ，通信等〉

と宇宙開発事業団か らの 派遣が大半を占め る．大

学関係者 ・大学院生 の参加は，独 自の ス ポ ン サ
ー

を有す る東北大学流体力学研 究所か ら毎年出て い

る，また北九州セ ッ シ ョ ン の 前後で は 地元大学か

らの 参加 も目立 っ た。歴代の 日本人参加数は 88

年
一5名，89年一11名，90年一

　12名，91年一15

名，92年一17名，93年一12名で計 72名である．

　 「国際宇宙大学 日本事務所」は創立 当時 よ り，

清水建設 ・宇宙開発室内に開設 されて い る （〒

105−07　東京都港区 芝浦 1−2−3，シーバ ン S館 ，

清水建設株式会社宇宙開発室内〉．通常 ， 次年度

の夏季セ ッ シ ョ ン の募集は
， 前年秋よ り始 ま り，

新年
一

月中旬に締め切 られる。全応募書類は 日本

事務所を通 じて ISU 本部に送 られ て選考 される。

6．3 奨学金

　参加費用 は
一

人当た り授業料，教材費， 生活費，

食費として ＄12
，000 で

， 交通費以外は全て カ バ ー

される．現実には個人で全額を工面する学生は少

な い ，大半の学生 は，（1）宇宙機関 ・企 業か らの

派遣，（2 ）大学 ・研究機関か らの 派遣，（3）各

国 ・地域の奨学金 ， （4） ISU 本部が給付する奨学

日本惑星科学会誌 Vo 且．2　No．4，1993

金の い ずれ か に よっ て全額又は
一

部を支給 され て

参加する．本部給付奨学金の 選抜は
， 合格者の 中

か ら各学科で の 選抜順位に基づ い て行なわれる．

　過去に 日本人で本部か ら全額支給 され た者は，

海外留学中 の大学院生二名にす ぎない ，しか し日

本に は まだ独 自の奨学金制度が存在しな い ．そ こ

で ISU に参加 した大学院生有志が 93年秋に 「ISU

日本大学院生奨学金」案 を提唱 した．これ は，

ISU に参加する意欲 と実力はあるが ， 経済的理由

に よ り機会を得 られない 日本人の大学院生 を対象

に公募する給付奨学金制度である，利益が 企業に

帰する企業派遣 とは異な り，大学院生 の 参加は
，

学生 の 所属学会や研究教育機関にとっ て も有益で

ある．また歴代の 日本学生 は 「宇宙 工 学」が大半

だが，この 奨学金によ っ て他学科に も日本人の 参

加が増え，
ISU 内で の貢献度 を上 げることが期待

される，この構想の 主 旨は，日本事務所や教授陣

か らも賛同を得て い る が不況の 影響か，資金調達

の 目処が立っ てい ない ．これを実現するに は
， 宇

宙企業 ・機関と並 んで，宇宙関連学会や教育研究

機関で も，ISU に対する
一

層の 理解 と協力 を得る

努力が必要である．

7． 終わりに

　今まで の 解説で 明 らか に して きたように
，

ISU

へ の参加は，自分 の 専門分野で の 飛躍的成果を期

待するの が第
一
義で はない ．む しろ 自分が今まで

知 らなか っ た他の 宇宙関連分野 につ い て正確な知

識を学び
， もっ て 「人類の 宇宙へ の 営みの 全 て を

包括的に理解す る」こ とこそが ISU ならでは の

体験で ある．この 壮大な課題を ， わずか 10週間 で

各専門分野の 第
一

線の 人物か ら学ぶ機会とい う点

では，人類史上に類を見ない 教育機関で ある．ま

た世界各地 から来た同世代と，共 に生活し，学び，

研究 し，語 り合 い ，刺激 し合うこ とは
， 参加青年

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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各人 の 世界観 ・宇宙観に多大な影響を与える．そ

うして築かれた地球 を取 り巻 く友情は
， 将来の 宇

宙開発
・
研究に とっ て ， 良き国際協力の礎 となっ

て い くだろう．
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